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ホールボディーカウンタによる内部被ばく検査の実施状況について
（地域医療課）

【今回の取りまとめ】

１ 実施期間（取りまとめ期間） ６月２７日～８月３１日までの間

２ 対象者等

県民健康管理調査の先行実施地域「川俣町（山木屋地区）、浪江町及び飯舘村」の住民を

中心に実施

○ 実施場所等 (独)放射線医学総合研究所 → １７４名

(独)日本原子力研究開発機構 → ３，１９９名

計 ３，３７３名

３ 実施数内訳 （単位：人）

市町村 計 4～９歳 10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳～
川俣町 ２１３ ４４ ６１ ４２ ２５ １２ ２９

(山木屋) (男 113女 100) (27;17) (31;30) (22;20) (7;18) (6;6) (20;9)

浪江町 ２，４８３ ８１２ １，１１９ １８０ ２９０ ５５ ２７

(男 1,114女 1,369) (414;398) (547;572) (31;149) (88;202) (23;32) (11;16)

飯舘村 ６２５ ２９１ ２４８ １４ ２３ ２３ ２６

(男 292女 333) (146;145) (113;135) (4;10) (4;19) (12;11) (13;13)

広野町 ５ ３ ２

(男 3女 2) (2;1) (1;1)
楢葉町 ６ ２ ２ １ １

(男 3女 3) (1;1) (1;1) (0;1) (1;0)
富岡町 ５ １ １ ２ １

(男 3女 2) (0;1) (1;0) (1;1) (1;0)
川内村 ８ ４ ２ ２

(男 7女 1) (3;1) (2;0) (2;0)
大熊町 ６ １ １ １ １ １ １

(男 5女 1) (1;0) (1;0) (1;0) (1;0) (0;1) (1;0)
双葉町 １２ １ ３ １ ７

(男 6女 6) (1;0) (0;3) (1;0) (4;3)
葛尾村 ５ １ ２ ２

(男 5女 0) (1;0) (2;0) (2;0)
田村市 ５ １ ４

(男 3女 2) (1;0) (2;2)
３，３７３ １，１４９ １，４３３ ２４４ ３４８ ９９ １００

合 計 男１，５５４ ５８８ ６９５ ６３ １０５ ４６ ５７

女１，８１９ ５６１ ７３８ １８１ ２４３ ５３ ４３

（注）１ 対象者の抽出は、子ども及び妊婦を優先にそれぞれ町村に依頼して行った。

２ ３歳以下の子どもについては、行動を共にした当該親が代わって受検する取扱いとした。
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４ 検査の結果

実施機関からの報告に基づく検査の結果は、下表のとおりとなっており、全員が健康に影響が

及ぶ数値ではありませんでした。

預 託 実 効 線 量（ｍＳｖ）
１未満 １ ２ ３以上 合 計

人 人 人 人 人
川俣町 ２１３ ２１３

浪江町 ２，４７６ ５ ２ ２，４８３

飯舘村 ６２５ ６２５

広野町 ５ ５

楢葉町 ６ ６

富岡町 ５ ５

川内村 ８ ８

大熊町 ６ ６

双葉町 １２ １２

葛尾村 ５ ５

田村市 ５ ５

合 計 ３，３６６ ５ ２ ３，３７３

(注）「預託実効線量（ｍＳｖ）」とは、体内から受けると思われる内部被ばく線量について、

成人で５０年間、子どもで７０歳までの累積線量を表したもの。


